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年
金
も
ら
っ
て
も
老
後
の
備
え
２
０
０
０
万
円
必
要
？ 

「
貯
蓄
せ
よ
」
で
は
な
く
安
心
の
年
金
制
度
を
！ 

 

金
融
庁
の
報
告
書
が
老
後
に
２
千
万
円
の
資
産
形
成
を
促
し
た
問
題

を
、
10
日
の
参
院
決
算
委
員
会
で
日
本
共
産
党
の
小
池
晃
書
記
局
長
が
追

及
し
ま
し
た
。
安
倍
首
相
は
「
不
適
切
な
表
現
」
と
言
い
ま
し
た
が
、
試

算
自
体
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に 

年
金
を
減
ら
す
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド 

が
続
け
ば
、
41
歳
以
下
で
は
不
足
額
が 

夫
婦
２
人
で
３
６
０
０
万
円
に
な
る
と 

指
摘
。
「
１
０
０
年
安
心
の
年
金
」
と
宣 

伝
し
て
い
た
の
に
「
あ
て
に
す
る
な
」 

と
は
ま
る
で
国
家
的
詐
欺
で
す
。 

19
日
の
党
首
討
論
で
は
志
位
和
夫
委
員
長
が
、
高
額
所
得
者
優
遇
の
保

険
料
を
見
直
し
、
減
ら
な
い
年
金
制
度
に
す
る
た
め
の
具
体
的
提
案
を
主

張
。
安
心
の
年
金
へ
変
え
る
た
め
の
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

第
２
回
定
例
会 

さ
て
、
第
２
回
定
例
市
議
会
も
後
半
で
す
。
出
さ
れ
た
議
案
の
審
議
と

合
わ
せ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
願
い
実
現
に
引
き
続
き
が

ん
ば
り
ま
す
。
議
会
傍
聴
に
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

２
６
・
２
７
日
の
本
会
議
で
は
、
日
本
共
産
党
か
ら
３
名
が
左
記
の

項
目
で
一
般
質
問
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

 

増
永
わ
き 

議
員
（
11
番
） 

１ 

国
民
健
康
保
険
の
６
年
連
続
値
上
げ
に
つ
い
て 

２ 

旧
味
舌
小
跡
地
を
防
災
空
地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

３ 

住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
よ
る
中
小
企
業
支
援
に
つ

い
て 

 

ひ
ろ
豊 

議
員
（
13
番
） 

１ 

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て 

２ 

歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き
る
歩
道
の
整
備
・
確
保
に
つ
い
て 

３ 

市
立
温
水
プ
ー
ル
に
身
体
障
害
者
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る

こ
と
に
つ
い
て 

 

安
藤
か
お
る 

議
員
（
14
番
） 

１ 

近
隣
市
と
比
べ
て
高
い
水
道
料
金
の
値
上
げ
抑
制
と
市
民
負
担
軽

減
に
つ
い
て 

 

２ 

働
き
な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
に
つ
い
て 

３ 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て 

 

日本共産党議員団が提出した意見書案 

▶ ILO 条約を批准できる水準のハラスメント禁止規

定を明確にした法整備を求める意見書 

▶ 高すぎる大学等の学費を引き下げるための対策を

求める意見書 

▶ コンビニ・フランチャイズ法の制定を求める意見書 

▶ 武器「爆買い」をやめ、教育・社会保障の充実を求

める意見書 
 

24日（月）におこなわれる議会運営委員会で協議し、

本会議に上がれば 27日（木）に採決されます。 

国民健康保険料が今年も値上げ！ 

保険料の決定通知に驚きの声… 
 

毎年６月に一年間の保険料が決まり、決定通知

書が届けられます。この間、大阪府の国保府内統

一化の影響で連続値上げが押し付けられています

が、社会保障の制度がくらしを圧迫する現状は本

末転倒です。 

全国の都道府県知事会から政府に対して、国保

料引き下げのための「１兆円の公費投入」を求め

る意見書も出されています。政治の力で保険料は

値上げではなく、値下げを実現しましょう。 

 

くらしを支える安心の社会保障に！ 

国保料の大幅値下げ、「減らない年金」実現を！ 

介護保険料の軽減で 

増税の負担は和らぐの？ 

 消費税増税を前提とする介護保険

料の低所得者への引き下げが提案さ

れました。対象となるのは「世帯全員

が市民税非課税」の方。本人の収入に

よって第①段階（80万円以下）第②

段階（120 万円以下）第③段階（そ

れ以上）に分かれますが、段階ごとに

それぞれ月額 ①868円 ②1448円

③289円 の引き下げになります。 

 


